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米国製造業株式ファンド（愛称 USルネサンス） 追加型投信／海外／株式

足元の運用状況と今後の投資方針について

調整局面を捉え、有望銘柄を買い増し

2026年7月以降、株式市場では、巨大IT企業によるAI・

データセンター投資の収益化ペースや過剰投資への懸念、

長期金利の上昇に伴うAI投資の持続性に対する不透明

感、さらにはAIデータセンターやスタートアップ企業の資金調

達環境の悪化などを背景に、世界的にAI・半導体関連

株が軒並み急落し、市場全体を押し下げました。

こうした投資環境下、「米国製造業株式ファンド（愛称

USルネサンス）」（以下、当ファンド）は、2026年初来

堅調なパフォーマンスを維持してきたものの、組入比率の高

い情報技術および資本財・サービスセクターの株価下落を

受け、7月以降はパフォーマンスが低迷しました。

一方、当ファンドでは足元の調整局面を投資機会と捉え、

主に情報技術および資本財・サービスセクターにおける主

要な成長テーマの恩恵が期待できる、確信度の高い既存

銘柄を買い増しました。加えて、株価の大幅な下落により

投資妙味が高まった銘柄を新たに組み入れています。

2026年9月末時点。【上図】業種は世界産業分類基準(GICS)の分類に基づきます。上記構成比はマザーファンド株式運用部分の評価金額に対する比率です。小
数点第二位以下を四捨五入して表示しており、それを用いて計算すると誤差が生じることがあります。【下図】基準価額はファンド設定日の前営業日を10,000とし
て指数化しています。出所：ブルームバーグに基づきBNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパンが作成。基準価額は信託報酬控除後のものです。基準価額
は換金時の費用、税金などは考慮していません。上記は過去の実績であり、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。

販売用資料

2026年10月

当ファンドの基準価額の推移（2012年5月30日（設定日：2012年5月31日）～2026年9月30日、日次）
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米国製造業株式ファンド（愛称 USルネサンス） 追加型投信／海外／株式

米国中間選挙後も製造業への追い風は継続

製造業の米国内回帰は、米国中間選挙の結果にかかわ

らず、長期的な投資テーマであり続けると考えられます。特

に半導体、AI関連インフラ、医薬品、航空宇宙、機械、電

力網関連設備などの先端製造分野は力強いモメンタムを

示しており、米国の製造業全般が引き続き追い風を受ける

と見込まれます。

さらに、重要鉱物、量子技術、原子力発電などの戦略分

野への政府投資を軸とした、積極的な産業政策も継続す

る見通しです。

長期成長テーマを重視、下落局面は好機

当ファンドは引き続き、米国製造業の国内回帰や、設計か

ら製造・検査・供給に至る半導体関連産業をはじめ、米

国のAI分野での競争優位を支える戦略的重要産業（量

子技術、次世代エネルギー、航空宇宙など）の強化といっ

た成長テーマに前向きな見方を維持しています。

米国製造業を支える力強い構造トレンドは、今後も長期

にわたり続くと見ています。足元の株価下落は、魅力的な

銘柄に投資し、将来のリターン向上につなげる好機と捉え

ています。

2026年9月末時点。業種は世界産業分類基準(GICS)の分類に基づきます。上記構成比はマザーファンド株式運用部分の評価金額に対する比率です。上記構成比は小
数点第二位以下を四捨五入して表示しており、それを用いて計算すると誤差が生じることがあります。出所：ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシー

のデータに基づきBNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパンが作成。上記の個別銘柄は、当ファンドへの組入や保有の継続を示唆・保証するものではありません。また、
当該個別銘柄等の購入、売却等いかなる投資推奨を目的とするものではありません。上記は過去の実績であり、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。

販売用資料

2026年10月

組入比率引き上げ上位5銘柄（2026年7月末～9月末、期間中の新規組入銘柄を除く）

銘柄数の推移（2026年7月末～9月末）

34銘柄 36銘柄 37銘柄

2026年7月末 2026年8月末 2026年9月末

+3銘柄
（2026年7月末比、9月末時点）

新規組入1銘柄 新規組入2銘柄 新規組入4銘柄

売却3銘柄

銘柄名 業種
構成比
(7月末)

構成比
(9月末)

引き上げ幅 企業概要

1 サイタイム 情報技術 1.2% 3.6% +2.4 高性能タイミング半導体メーカー

2 クニティ・エレクトロニクス 情報技術 1.6% 3.5% +1.9 高速相互接続ソリューション企業

3 オント・イノベーション 情報技術 1.6% 2.9% +1.3 半導体製造向け計測・検査装置メーカー

4 ルメンタム・ホールディングス 情報技術 3.0% 4.0% +1.0 光通信・レーザー部品メーカー

5 テキサス・インスツルメンツ 情報技術 1.8% 2.8% +1.0 アナログ半導体大手
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2026年9月末時点。業種は世界産業分類基準(GICS)の分類に基づきます。上記構成比はマザーファンド株式運用部分の評価金額に対する比率です。上記構成比は小
数点第二位以下を四捨五入して表示しており、それを用いて計算すると誤差が生じることがあります。出所：ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシー

のデータに基づきBNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパンが作成。上記の個別銘柄は、当ファンドへの組入や保有の継続を示唆・保証するものではありません。また、
当該個別銘柄等の購入、売却等いかなる投資推奨を目的とするものではありません。上記は過去の実績であり、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。

販売用資料

2026年10月

新規組入銘柄：合計7銘柄（2026年7月末～9月末、構成比：2026年9月末時点）

組入月 銘柄名 業種 構成比 企業概要・着目ポイント

7月 ラムバス 情報技術 2.0%

• データセンター向けチップやシリコン知的財産(IP)でデータの高速・安全化を担う半導体
企業。

• コンピューティングの高度化と先進メモリ技術・関連チップの普及を背景に、サーバー

需要拡大に伴う成長が見込まれる。

8月 リーガル・レックスノード
資本財・

サービス
2.8%

• 自動化部品、産業用駆動・制御システム、省エネ技術を手掛ける機器メーカー。

• 工場の自動化や省エネニーズを背景とする需要増を追い風に、成長が見込まれる。

8月 リビティ ヘルスケア 1.3%

• 研究用測定装置・試薬から臨床診断ツールまで広く手掛けるヘルスサイエンス企業。

• ライフサイエンスと診断事業を展開し、安定的な収益や受注動向の改善に加え、

同分野の需要正常化に伴う収益性の向上が期待される。

9月 MKS 情報技術 3.1%

• 半導体業界向けに測定・制御技術を提供する機器メーカー。

• 半導体需要の回復やAI関連投資の拡大、半導体チップやAIサーバー向けプリント
基板(PCB)の高性能化による恩恵が期待される。

9月 マーベル・テクノロジー 情報技術 2.0%

• データインフラ向け半導体ソリューションを提供するファブレス半導体企業。

• カスタムAIやデータセンター接続などの成長分野での事業を強みに、AI投資拡大の恩
恵が期待される。エヌビディアとの戦略的提携やグーグル向けAI半導体開発も発表。

9月
サンベルト・レンタルズ・

ホールディングス

資本財・

サービス
1.9%

• フォークリフトなどの建設・産業機器から電力・空調設備まで展開するレンタル大手。

• 非住宅建設やインフラ・産業投資の拡大を背景に、稼働率の改善や特殊レンタル

事業の成長、大型プロジェクトに伴う需要による収益拡大が期待される。

9月
フォージェント・パワー・

ソリューションズ

資本財・

サービス
1.9%

• データセンターや電力網向けに変圧器・配電盤などを提供する配電機器メーカー。

• AIデータセンターの電力需要急増や電力網の老朽化に伴う、受配電インフラの更新
需要による成長が期待される。

売却銘柄：合計3銘柄（2026年7月末～9月末）

売却月 銘柄名 業種 企業概要・売却ポイント

9月 カルマン・ホールディングス
資本財・

サービス

• 防衛・宇宙システムメーカー

• 高いバリュエーションやガバナンスの課題、事業リスクを踏まえ、より魅力的な投資機会に資金を

振り向けるため売却。

9月
サイトワン・ランドスケープ・

サプライ

資本財・

サービス

• 造園用品卸売り大手

• 市場での確固たる地位を評価しつつも、需要の不透明感から、他の投資機会に比べ株価の

上昇余地は限定的と判断し売却。

9月 エドワーズライフサイエンス ヘルスケア

• 循環器医療機器メーカー

• 質の高い医療技術企業であると評価しつつも、より魅力的な投資機会に資金を振り向けるた

め売却。

新規組入

売 却
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販売用資料

2026年10月
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販売用資料

2026年10月
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委託会社、その他関係法人

ファンドの関係法人

委 託 会 社 BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社（信託財産の運用指図等）

投資顧問会社＊ ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシー

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社（信託財産の保管・管理業務等）

販 売 会 社 （ファンドの募集・販売の取扱い等） 販売会社は次のページの表をご参照ください。

＊マザーファンドの運用の指図権限の一部を「ニュートン・インベストメント・マネジメント・ノースアメリカ・エルエルシー」に委託します。

販売用資料

2026年10月
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▶特設ページはこちら 

特設ページはこちら

販売会社一覧 お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。

販売用資料

2026年10月

登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人

資産運用業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第3283号 ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第67号 ○ ○

株式会社イオン銀行

（委託金融商品取引業者

マネックス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長(登金)第633号 ○

いちよし証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第24号 ○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○ ○

株式会社SBI新生銀行

（委託金融商品取引業者

株式会社SBI証券、マネックス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

株式会社群馬銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第46号 ○ ○

十六ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第188号 ○

株式会社百五銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第10号 ○ ○

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長(金商)第134号 ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第165号 ○ ○ ○ ○

三菱UFJ eスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第61号 ○ ○ ○ ○

moomoo証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第3335号 ○ ○

めぶき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第1771号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

金融商品取引業者等の名称

ご留意事項

⚫ 当資料は、BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社が作成した販売用資料です。
⚫ 当資料は信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性･完全性について保証するものではありません。

⚫ 当資料に掲載されている記載事項は、特に断りのない限り当資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに今後変更される

ことがあります。

⚫ 当資料中のグラフ、数値等は過去のものまたはシミュレーションの結果であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。

⚫ 当ファンドに生じた損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。

⚫ 当ファンドのご購入に際しては、販売会社よりお渡しします投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、

お客様ご自身でご判断ください。

BNYメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第406号
加入協会：一般社団法人資産運用業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会

https://www.bny.com/investments/jp/ja/investor/fund/us-equity/us-manufacturing.html
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